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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
本 研究 で は , 食 物 ア レ ル ギ ー を 有 す る 子 ど も の 増 加 や , 野 菜 摂 取 不 足 な ど の生 活 課 題 の解 決 に向

け , エ ビ デ ン スに 基 づ く 家庭 科 食 生 活領 域 の 実 験・ 実 習 教 材を 開 発 し , そ の 効 果 を検 証 す る こと を

目 的に , 【 研 究１ 】 か ら 【研 究 ４ 】 に取 り 組 ん だ。  

【 研 究 １ 】  食 物 ア レ ル ギ ー に 関 す る 研 究 成 果 の 公 表 と 情 報 収 集  

 令和 ５ 年 度 若手 教 員 等 研究 支 援 費 を得 て 行 っ た研 究 に つ いて 「 調 理 実習 に お け る食 物 ア レ ルギ ー

対 応に 関 す る 大学 生 の 認 識」 と 題 し て学 会 で の 成果 公 表 を 行っ た (研 究 成果 １ )。 討 議時 間 に 現 職家

庭 科教 員 等 と 意見 交 換 を 行い , 「 給 食で は 牛 乳 は除 去 食 対 応の た め , 牛 乳ア レ ル ギ ーを も つ 子 ども

の カル シ ウ ム (Ca)不 足 が 懸念 さ れ る 」 , 「 食 物 アレ ル ギ ー を持 つ 子 ど もが 他 の 生 徒と 一 緒 に 食べ ら

れ る実 習 教 材 が欲 し い 」 など の 意 見 が得 ら れ た 。こ れ ら を ,【研 究 ２ 】 およ び 【 研 究３ 】 に 繋 げた 。  

【 研 究 2】  三 大 ア レ ル ゲ ン を 含 ま な い Ca 強 化米 粉 パ ン の 開 発  

 小麦 , 卵 , 乳 の 3 大 ア レル ゲ ン を 含ま な い Ca 強 化 米 粉パ ン を 調 整し , Ca 強 化米 粉 パ ン の 特 性 を小

麦 粉パ ン , 普 通米 粉 パ ン との 比 較 に よっ て 検 討 した 。 各 種 パン の 材 料 には , 米 粉 (ミズ ホ チ カ ラ ), 

強 力粉 麦 粉 (カ メリ ヤ ), 米 油 , バ タ ー , き び 砂 糖 , 食 塩 , ド ライ イ ー ス トを 用 い た 。カ ル シ ウ ム強

化 剤に は ド ロ マイ ト (村 樫 石灰 工 業 )を 用い た 。 ホ ーム ベ ー カ リー (SD-SB4)で焼 成 を 行 い , 1 時 間 放冷

後 , 内 層 部 分 を 20 ㎜ ×40 ㎜ ×40 ㎜に 成 形 し , 重 量 , 体 積 , 水 分量 , 物 性 の測 定 お よ び官 能 評 価 に用

い た。 重 量 は , Ca 強 化 米 粉パ ン が 小 麦粉 パ ン に 比べ 有 意 に 重く , 付 着 性は 米 粉 パ ンが 小 麦 粉 パン に

比 べ高 い こ と が明 ら か に なっ た 。 体 積 , 水 分 量 , か た さ , 凝集 性 に ３ 試料 間 で 有 意な 差 は み られ な

か った 。 食 味 評価 の 「 総 合的 な 好 ま しさ 」 に お いて , ３ 試 料間 で 有 意 な差 は み ら れな か っ た 。    

【研究３】 エビデンスに基づく家庭科食生活領域の実験・実習教材の開発(令和 7 年１月～３月) 
 新学習指導要領から中学校で新たに扱うことになった「蒸す」調理について, 「糖度」をエビデンスとして用いることで調

理科学特性の理解を促す調理学実験・実習教材を開発することを目的に, 調理法別のさつまいもの物性, 糖度, 食味特性の比

較を行った。さつまいもは, アレルゲンになりにくく, 栽培活動で広く用いられ, β-アミラーゼが含まれ低温・長時間加熱

（蒸し等）ではマルトースが生成し甘味が増す。これらの特性から, 家庭科教材として適すると考えた。さつまいもは, 両端

5 ㎝を切り落とし, 厚さ 2 ㎝の輪切りにし, 直径 4 ㎝円型にくりぬいた。その後, 電子レンジ(500W, 60 秒), 蒸し 10 分, 蒸し

30 分で加熱し, 室温で冷却後, 重量, 物性, Brix 糖度の測定(2 倍希釈液で実施)および食味評価を行った。加熱後重量は, 電子

レンジが, 湿式加熱の蒸し（10 分, 30 分）に比べ, 有意に低値であった。なお, 蒸しと生の重量との間に, 有意な差はみられ

なかった。Brix 糖度は, 加熱後試料 3 種が生に比べ高値であり, 加熱試料間で有意な差はみられなかった。破断エネルギー

は, 蒸し 30 分が蒸し 10 分, 電子レンジに比べ有意に低く, やわらかいことが示された。食味評価では, 蒸し 30 分が「甘味が

強い」とされた。なお, 本件は 2025 年 2 月に附属国際中等教育学校 2 年生を対象に,予備実践として授業を実施済みである。 
【 研 究 4】  野 菜 摂 取 量 推 定 装 置 に よ る 可 視 化 を 取 り 入 れ た 調 理 実 習 教 材 の 開 発  

 2024 年 7 月 に , 家 庭 科 教員 養 成 課 程の 大 学 生 28 名 を 対 象 に , 野 菜 摂 取量 推 定 装 置 (ベ ジ チ ェ ック , 

カ ゴメ 株 式 会 社 )に よ る 皮 膚カ ロ テ ノ イド 量 の 測 定と 中 学 校 家庭 科 で の 使用 を 想 定 した 献 立 作 成に 関

す る教 材 の 実 践お よ び 野 菜摂 取 と 教 材に 関 す る 質問 紙 調 査 を実 施 し た 。結 果 ,料 理 別の 野 菜 摂 取量 で

は 「サ ラ ダ ・ 生野 菜 」 や 「汁 物 」 な ど , 簡 単 に 調理 で き る 料理 の 摂 取 頻度 が 高 か った こ と ,  1 日

350g の 目標 値 を 達 成 し て いる 者 は , 野菜 摂 取 量 推定 装 置 に よる 測 定 で は 11 人 で あ った が , 自 己認 識

で は 1 人 に と どま り , 対 象者 の 意 識 と実 態 に は 乖離 が み ら れた こ と が 明ら か に な った 。 加 え て , 対

象 者の 記 述 か ら , 野 菜 摂 取量 推 定 装 置に よ る 可 視化 は , 「 子ど も の 興 味関 心 や 意 識の 向 上 に 有効 」

だ と受 け 止 め られ た こ と が明 ら か に なっ た 。 し かし な が ら , 教 材 に つ いて の 改 善 意見 も 挙 げ られ た

た め , 更 な る 改良 を 重 ね ,調理 実 習 の 事前 学 習 と して 位 置 付 け学 校 現 場 での 実 践 に 繋げ て い き たい 。  
【研究成果発表方法】 

1)  調理実習における食物アレルギー対応に関する大学生の認識 -家庭科教員養成課程、

管理栄養士養成課程の違いに着目して-, 星野亜由美, 中岡加奈絵, 日本家政学会 第

76 回大会 2024 年 5 月 25 日（ポスター発表） 
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